
輸血・移植免疫講座

1）輸血の安全性を確保し、適切な輸血が実施できるように支援します。                        
2）HLAをはじめ、遺伝子検査や抗HLA抗体の検査を通じて様々な移植が成功するように支援します。
3）造血幹細胞や免疫細胞の採取・保存・調整などを行い、造血幹細胞移植・細胞治療を支えます。
4）自己血の採血を行い、同種血を使わないで手術や分娩がうまくおこなえるようにします。

診療科（講座）紹介

講座の主な研究対象
・造血幹細胞における遺伝子発現調節
・輸血による免疫反応
・血液製剤および細胞製剤の保存・管理・輸注方法の開発
・同種免疫、腫瘍免疫と組織適合性
・輸血・献血と行政

研修医、臨床医入学時の研究分野
・造血幹細胞生物学
・移植免疫学
・輸血学
・細胞治療学
・再生医療学

講座からのメッセージ
　輸血、移植、細胞治療においては、患者さんやドナーさ
んの診療への関わりと、検査、基礎の知識が幅広く求めら
れます。この点から、他科・他施設との連携も広く相談に
応じます。
　私たちの講座は輸血医療・輸血医学をリードしてきまし
た。これから、さらに移植医療や細胞治療へと世界が広
がっていきます。

後期研修プログラム

修得すべき手技や手術経験目標数など

１ 年 次

―

２ 年 次

輸血一般、遺伝子学、循環生理学
自己血貯血、造血幹細胞採取・保存・輸注など
移植免疫、組織適合検査、輸血検査
ドナー診察、レシピエントや患者の診察、移植適応の
決定
研究の開始

URL http://www.fmu.ac.jp/cms/yuketsu/index_html

３ 年 次

―

４ 年 次

１－２年次の内容に加え、
遺伝子検査の応用（シークエンスや定量的PCRなどを
含む）
免疫療法、高度な細胞治療
学会発表、論文報告

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

大学院・留学について
　大学院では、さまざまな分野の研究を行うことが出来ま
す。研究を中心とした研究も大歓迎です。大学院卒業後、
希望があれば欧米などへの留学が可能です。

後期研修協力病院

他のスペシャリティに応じて相談できます。

関連病院名 所在地 指導医名

神林　裕行

菅野　隆浩

血液科部長

技 術 部 長

太田西ノ内病院

福島県赤十字血液センター

郡 山 市

福 島 市

職　名

1

2

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ

　輸血・移植免疫部での研修は様々な分野の臨床
に役立つものです。
　研究では日本の、世界の輸血学、移植免疫学に
大いに役立ちましょう。
　世界に誇れる拠点を目指しています。

福島県立安積高等学校卒業
平成8年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）輸血・移植免疫学
２）造血幹細胞生物学
研究分野　
１）造血幹細胞
趣味：スキー

部長（主任教授）

池田　和彦

桐朋高等学校（東京都）卒業
平成 8 年 富山医科薬科大学卒業
臨床専門分野
１）消化管外科
２）がん免疫療法
研究分野　
１）腫瘍免疫学
趣味：水泳、スキー

准教授  三村　耕作
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輸血・移植免疫学講座の役割

輸血・移植免疫部の院内での役割

The Department of Blood Transfusion and Transplantation Immunology:
International- Interdisciplinary - Interesting
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